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京阪神の大手書店、Amazon にて販売しています。

編集タイアップもお受けします。
掲載料金のほかに、1 ページあたり 10 万円を制作費用として申し受けます。

原稿入稿締切
発売日の 30 日前

■入稿方法
データ入稿に関しましては、発売日の 30 日前を目安に、郵送、もしくは WEB でお願いいたします。
CD-R、DVDなどメディア入稿の場合は媒体名、掲載号、クライアント様名をご明記ください。
完全データの場合は、メディア、出力カンプ（原寸）、データ指示書の3点をご用意ください。写真は全てデジタルデータとなります。
年末・年始、お盆、ゴールデンウィーク時には締切が早まりますので、別途お問い合わせください。

WEB 入稿の場合は、事前に一度、ご連絡ください。

漢の公孫弘は 40 歳にしてはじめて「春秋」を学び、荀子は 50 歳で遊学し、
曾子は 70 歳になってから勉強しだして立派な学者になりました。

「早迷晩悟」とは、若いうちは迷うものだが、晩年には悟らなければならない。
年老いてからも大いに学ぶべきだということです。
雑誌は大人の参考書です。
私たちは 40 年、50 年、60 年生きてきても、
知らないことがいっぱいあります。
ただ、私たち大人は若者に比べて、

「自分自身の知らないことが世間にはいっぱいある」
ということに気付いているだけです。
今の世の中、手の中にスマートフォンがあれば何でも調べられます。
でも、名前を知らなければ引くことさえできないのです。
私たちには「経験」という事績があります。
その時に得た言葉やモノの名前も知っています。
時々、度忘れすることもあるけれど。
がむしゃらに生きてきた年月を振り返って、
やってこれなかったこと、
今からでもできることなどを考えてみる指針になればとの思いから、
この媒体を出そうと思いました。
それが

「クラシ（暮らし）に」「スム（住む）ことに」関わることを正面からも、
側面からも多角的にとらえる、
それが

早
迷
晩
悟

そ
う
め
い
ば
ん
ご
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暮
ら
し
に
イ
ズ
ム
を

住
・
食
・
遊
・
衣
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

30 歳未満

60 歳以上

30 〜39 歳

40 〜49 歳

50 〜59 歳

年齢層

■メディアデータ

本誌の読者は 40 〜 70 歳代の豊かな人生をお過ごしの方々、そのご家族が中心で、
比較的高所得世帯が多いのが特徴です。

●大阪・兵庫の1,700人のレクサスオーナー
●京阪神、約700軒の美容室
●関西及び近隣9府県、440の図書館
●ワコーレマンションギャラリー来客者1000名
に配布しており、より多くの方々に読んでいただいております。

―編集コンセプト―
「　　　　　　　　  」はワンランク上の住・食・遊・衣を見つけたい大人たちのための一冊です。

クラシズム

クラシズム

様々なジャンルの
スポンサーニーズ
を的確に表現でき
る編集力が自慢。

タイアップ広告例

取
材
＝
有
馬
千
代

　撮
影
＝
楠
本
夏
彦

「
星
の
や 

竹
富
島
」と

 

種タ

ナ

ド

ゥ

イ

子
取
祭
を
た
ず
ね
て

竹
富
島
へ

経
年
変
化
も
魅
力
の
リ
ゾ
ー
ト

圧
倒
的
非
日
常
感
を
追
求
し
た

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト『
星
の
や 

竹
富
島
』。

唯
一
無
二
の
島
の
風
土
と
、

「
星
の
や
」の
篤
い
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
魅
か
れ
、

国
内
外
か
ら
足
を
運
ぶ
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

開
業
か
ら
2
年
が
経
ち
、

地
域
と
の
繋
が
り
を
よ
り
いっ
そ
う
深
め
て
い
く

「
星
の
や 

竹
富
島
」の
今
と
、

島
民
が
一
体
と
な
る
竹
富
島
最
大
の
祭
事

「
種
子
取
祭
」の
様
子
を
ご
紹
介
す
る
。

　
リ
ゾ
ー
ト
シ
ー
ズ
ン
で
も
な
い
の
に
、
何

な
の
だ
、
こ
の
混
み
よ
う
は
。
竹
富
島
行

き
の
フ
ェ
リ
ー
が
出
発
す
る
石
垣
島
離
島
タ

ー
ミ
ナ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
混
雑
ぶ
り
だ
っ
た
。
考
え
る
こ
と
、

ほ
ん
の
少
し
。
今
日
が
、
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
種
子
取

祭
」
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
、
奉
納
芸
能
が
行
わ
れ

る
2
日
間
の
初
日
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
住
民
3
6
0
人
余
の
静
か
な
島
が
、
こ
の

期
間
ば
か
り
は
大
賑
わ
い
と
な
る
。
観
光

客
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
た
島

出
身
者
の
多
く
が
、
こ
の
祭
り
の
た
め
に
帰

省
す
る
か
ら
だ
。
島
の
人
々
に
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
「
う
つ
ぐ
み
の
心（
一
致
協
力

の
精
神
）」が
、
今
な
お
色
濃
く
残
る
多
く

の
伝
統
や
風
習
を
守
り
伝
え
て
い
る
の
だ
。

　
10
分
ほ
ど
の
短
い
船
旅
を
終
え
、
竹
富

島
に
上
陸
。
迎
え
の
バ
ス
に
乗
り
、
今
で

は
珍
し
く
な
っ
た
未
舗
装
の
道
を
通
り
、

島
の
東
側
に
位
置
す
る「
星
の
や 

竹
富
島
」

へ
。
島
伝
統
の
建
築
様
式
を
踏
襲
し
た
木

造
一
戸
建
て
の
客
室
、
箒
目
も
美
し
く
掃

き
清
め
ら
れ
た
白
砂
の
路
地
、
珊
瑚
石
の

手
積
み
の
石
垣
…
。
ふ
と
、
島
内
の
集
落

に
紛
れ
込
ん
だ
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。

到
着
す
る
や
い
な
や
、
身
も
心
も
非
日
常

モ
ー
ド
に
切
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
10
年
、
20
年
と
年
月
を
重
ね

れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
味
わ
い
を
増
し
、
島
内
の

〝
も
う
一
つ
の
集
落
〟
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。
経
年
変
化
が
楽
し
み
な
リ
ゾ
ー
ト
と

い
う
の
も
、
ほ
か
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
さ
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

約2万坪の敷地には、島内
の集落がそのまま移ってき
たのではないかと見紛うよ
うな風景が広がる。

白砂が敷き詰められた路
地は、毎日スタッフが箒で
きれいに掃き清める。

点在する48部屋の客室は、
竹富島伝統建築の基準に
則って建てられている。一
見素朴だが、室内は開放
感に溢れ、快適そのもの。
全て南向きで、開け放すと
風が心地良く通り抜けて
いく。

星のや 竹富島
050‐3786‐0066（星

のや総合予約） 沖縄県
八重山郡竹富町竹富
チェックイン15：00～、チ
ェックアウト12：00 2名
1室利用時1室1泊料金6
万円～（食事別、税サ別）

石垣島（石垣島 離島タ
ーミナル）より高速フェリー
で10分。竹富港からシャト
ルバスで送迎あり

プールサイドには、ハンモッ
ク。ゆるゆると流れる島時間
を堪能したい。プールは24
時間利用できる。
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リゾートホテルのようなパステル調の外壁、淡い色合いと木を基調に
した内装は、「病院らしくない雰囲気にしたかったから」と鄭副院長。地
域密着型の病院とあって、三世代にわたって訪れる患者も多い。

医療機関とネットワークで
地域に開かれた基幹病院をめざして

「予防に勝る治療なし」をモットーに
地域住民の健康をサポート

医
療
の

現
場
か
ら

取
材
／
井
本
旬
子
、撮
影
／
渡
部
健
五

　
１
９
５
６
年
の
創
設
以
来
、
園
田
地
区
の
基
幹
病

院
と
し
て
、
地
域
医
療
に
従
事
し
て
き
た
園
田
病

院
。
現
在
は
、
リ
ハ
ビ
リ
、
栄
養
、
認
知
症
、
終
末

期
医
療
を
柱
に
、
医
療
療
養
病
床
の
病
院
と
し
て

慢
性
期
の
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特
に
注
力
し

て
い
る
の
は
、
入
院
患
者
を
在
宅
へ
戻
す
医
療
の
提

供
だ
。

　「
大
切
な
の
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
栄
養

補
助
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
在
宅
へ
戻
す
た
め
の
両
輪
。

そ
こ
で
約
10
年
前
、
尼
崎
市
の
民
間
病
院
の
な
か
で
、

い
ち
早
く
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（N

utritional Support T
eam

、

栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」
と

橋
本
創
院
長
は
話
す
。

　
Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
、
院
長
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
を
中

心
に
、
管
理
栄
養
士
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
84

床
に
対
し
て
管
理
栄
養
士
は
３
人
、
リ
ハ
ビ
リ
担

当
は
16
人
、
と
ス
タ
ッ
フ
も
充
実
。
い
か
に
、
リ
ハ

ビ
リ
と
栄
養
補
助
に
力
を
注
い
で
い
る
か
が
よ
く

分
か
る
。
ま
た
、
終
末
期
の
が
ん
患
者
の
苦
痛
を

和
ら
げ
る
た
め
の
運
動
指
導
や
心
理
ケ
ア
を
行
う

「
が
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
も
当

院
の
特
徴
だ
。

　
近
年
は
、
阪
神
間
の
約
２
２
０
の
医
療
機
関
の

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
む
こ
ネ
ッ
ト
」
に
参
加
。

急
性
期
病
院
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
公
開
し
た
電
子
カ

ル
テ
情
報
を
共
有
で
き
る
た
め
、
慢
性
期
病
院
が
急

性
期
病
院
か
ら
患
者
を
受
け
入
れ
て
も
、
シ
ー
ム
レ

ス
に
診
療
を
継
続
で
き
る
と
い
う
。橋
本
院
長
は「
住

み
慣
れ
た
土
地
で
余
生
を
全
う
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
も
、
当
院
の
役
割
。
今
後
も
、
地
域
に
開

か
れ
た
病
院
を
目
指
し
て
、
心
の
こ
も
っ
た
医
療
を

提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
展
望
を
語
っ
た
。

　
神
戸
博
愛
病
院
は
１
９
４
７
年
、
博
愛
医
院
と

し
て
開
院
。
以
来
約
70
年
間
、
地
域
密
着
型
の
医

療
機
関
と
し
て
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
現
在

は
１
２
０
床
を
有
し
、
慢
性
期
の
患
者
を
受
け
入
れ

る
一
方
で
、
予
防
医
療
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
消

化
器
疾
患
の
専
門
医
で
あ
り
、
人
間
ド
ッ
ク
健
診
専

門
医
で
も
あ
る
鄭
充
康
副
院
長
は
言
う
。

　「
多
く
の
患
者
さ
ん
の
治
療
に
携
わ
っ
て
痛
感
し

た
の
は
、
早
期
発
見
・
予
防
の
重
要
性
で
す
。
三
大

死
因
の
１
位
で
あ
る
が
ん
は
早
期
発
見
で
治
癒
で
き

ま
す
し
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
病
気
も
、

生
活
習
慣
の
改
善
で
防
げ
ま
す
か
ら
」。

　
早
期
発
見
・
予
防
を
目
指
し
て
、
当
院
で
は
、
外

来
患
者
に
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
を
勧
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
が
ん
の
発
見
・
治
癒
に
つ
な
が
っ
た
事

例
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
医
師
や
管
理
栄
養
士
ら

が
食
事
や
運
動
を
指
導
し
、
健
康
維
持
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
医
療
と
と
も
に
、
予
防
医
療
の
一
歩
先

を
行
く
「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ド
ッ
ク
」
も
提
供
し
て

い
る
。
こ
の
健
診
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
酸
化
度

合
い
な
ど
、
一
般
の
保
険
診
療
に
は
な
い
項
目
を
検
査

す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
病
気
に
か
か
り
や
す
い
か

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
検
査
結
果
に
基
づ

き
、
将
来
か
か
る
で
あ
ろ
う
疾
患
を
予
防
す
る
た
め

の
指
導
も
し
て
も
ら
え
る
と
あ
っ
て
、
健
康
へ
の
関
心

が
高
ま
る
40
代
以
降
の
受
診
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　「
地
域
の
方
々
の
健
や
か
な
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
に
も
、
健
康
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
し
て
い
た

だ
け
る
病
院
を
目
指
し
た
い
」
と
鄭
副
院
長
。
当
院
の

よ
う
に
、
治
療
医
学
と
と
も
に
予
防
医
学
も
重
視
す
る

か
か
り
つ
け
医
を
見
つ
け
、
健
康
維
持
に
努
め
た
い
。

入
院
患
者
を
在
宅
へ
戻
す
た
め
の

チ
ー
ム
医
療
を
実
践

食
事
や
運
動
指
導
な
ど

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
尽
力

医
療
法
人
旭
会 

園
田
病
院  

橋
本 

創 

先
生

神
戸
博
愛
病
院
　
副
院
長 

鄭 

充
康 

先
生

上／医療療養病床の病院でありながら、医師、看護師、介護士、理
学療法士、作業療法士、言語聴覚士といった多職種でチーム医療
によるリハビリテーションを提供。患者それぞれの状態に応じたリハビ
リで、在宅復帰、在宅療養を支援している。 下／リハビリテーション
科のスタッフは16名。がんリハビリでは、それぞれ状態に合わせて寝
返り動作の指導といった身体的ケアと心理面のケアを行い、患者が
よりよい最期を迎えられるよう努めている。

院内で内視鏡治療も行う。「消化器
内視鏡検査は、少しでも楽に受けて
もらえるよう工夫を凝らしています。そ
れによって、検査に対する抵抗が少
なくなれば受診率が上がり、早期発
見の確率も上げられる」と鄭副院長。

院長先生を囲んでスタッフの皆さん。

1956年、現在地に創設。84床を有し、園田地区の基幹病院として地域医療に従事している。診療科目は内科、外科、胃腸科、肛門科、
神経内科、リハビリテーション科、呼吸器科。3年前に「もの忘れ外来」を立ち上げ、週1回、専門医が診療を行い、認知症専門の看護師
を各病棟に配置するなど、認知症の治療にも取り組んでいる。併設機関に、「在宅総合支援センターそのだ」「そのだ介護料人保健施設」
「そのだ訪問リハビリテーション」「そのだケアプランセンター第2」がある。

1947年、神戸市中央区元町2丁目に前身となる博愛医院を開院。1968年、神戸博愛病院を設立し、2012年、現在地に移転。
「気軽に相談してほしい」という思いから、内装は優しい印象を与えるデザインに。病床数120床（うち、一般病床32床、療養
型病床88床）。診療科目は、内科、外科、整形外科、皮膚科、皮膚美容、放射線科、リハビリテーション科のほか、専門医が発
達障害の治療を行う児童精神科も有する。

医療法人旭会 園田病院神戸博愛病院

 06-6491-9521
 兵庫県尼崎市東園田町2-48-7
 http://sonodamedic.or.jp/medic/

 078-362-5010　
 兵庫県神戸市中央区元町通7-1-17
 http://www.kobehakuai-togen.com/

大阪労災病院外科副部長、国立呉病院
外科医長を経て、1999年、園田病院院
長に就任。「地域の診療所や、特別養護
老人ホームや介護老人保健施設などで
状態の悪化した患者さんの受け入れ機関
を目指したい」と橋本院長。

「体調を崩した時や、どの診療科に行け
ばいいのか分からない場合、気軽に相談
できる病院を持つことは大切です。是非、
信頼できるかかりつけ医を見つけてくださ
い」と鄭副院長。
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女
ち
ょ
っ
と
、レ
ク
サ
ス
なた

ち

鵜
殿
麻
里
絵

松
廼
家 

四
代
目
女
将

創
業
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
。
鵜う

ど
の殿

麻ま

り

え
里
絵
さ
ん
の
実
家

は
、
当
時
、
一
流
花
柳
界
と
し
て
知
ら
れ
た
神
戸･

花
隈
で
、

川
端
康
成
、
東
山
魁
夷
を
は
じ
め
、
大
正
、
昭
和
の
文
化
人

に
愛
さ
れ
た
料
亭
「
松ま

つ
の
や
廼
家
」
で
あ
る
。
阪
神･

淡
路
大
震

災
に
よ
り
全
壊
し
た
名
店
は
、
三
宮
で
再
建
。
現
在
、
四
代

目
女
将
の
鵜
殿
さ
ん
が
老
舗
の
暖
簾
を
受
け
継
ぐ
。「
独
身
時

代
に
乗
っ
て
い
た
の
は
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
」
と
い
う
ク
ル
マ
好

き
の
鵜
殿
さ
ん
。
今
回
、
レ
ク
サ
ス
Ｎ
Ｘ
３
０
０
ｈ
と
と
も

に
向
か
っ
た
の
は
、
多
彩
な
キ
ャ
リ
ア
で
培
っ
た
ヒ
ト
、
コ
ト
、

モ
ノ
と
の
出
合
い
の
場
！

　
鵜
殿
さ
ん
の
本
業
は
、
ま
も
な
く
創
業
百

年
を
迎
え
る
老
舗
料
亭
の
女
将
。
そ
の
傍
ら
、

兵
庫
県
内
で
創
業
50
年
以
上
を
経
た
飲
食
店

の
継
続
と
発
展
を
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
「
ひ
ょ

う
ご
老
舗
会
」
の
実
行
局
長
を
務
め
る
。

　「
老
舗
は
街
の
風
景
の
一
部
で
し
ょ
。
私
に

と
っ
て
老
舗
で
い
た
だ
い
た
味
は
、
二
代
目

女
将
で
あ
り
、
母
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
祖

母
と
過
ご
し
た
、
思
い
出
の
時
間
そ
の
も
の
。

だ
か
ら
人
一
倍
、
老
舗
に
対
す
る
思
い
入
れ

が
強
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
鵜
殿
さ
ん
に

と
っ
て
老
舗
は
、
記
憶
の
風
景
で
あ
り
、
懐

か
し
い
時
間
で
あ
り
、
同
時
代
を
生
き
る
人

と
共
有
で
き
る
財
産
な
の
だ
。

　「
お
客
様
を
大
切
に
し
、
お
客
様
か
ら
大
切

に
さ
れ
た
祖
母
が
身
に
着
け
て
い
た
の
は
、
さ

り
げ
な
く
相
手
を
思

い
や
る
、
察
す
る
力
。

こ
れ
は
今
、
私
が
お
も

て
な
し
の
基
本
と
し

て
、
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
で
す
ね
」。
店
が
花
隈
に
あ
っ
た
祖
母
の

時
代
は
、
一
見
さ
ん
お
断
り
だ
っ
た
が
、
現

在
は
三
宮
駅
近
く
の
ビ
ル
９
階
、
観
光
客
の

来
店
も
日
常
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
料
理
に
し
て
も
献
立
表
一
点
張
り

で
は
な
く
、
客
の
要
望
に
添
っ
て
ア
レ
ン
ジ

す
る
柔
軟
性
を
持
つ
。
あ
る
い
は
食
後
、
ピ

ル
ケ
ー
ス
を
取
り
出
し
た
人
に
は
、
薬
の
の

ど
越
し
優
し
い
白
湯
を
テ
ー
ブ
ル
に
。「
ど
ち

ら
に
し
て
も
、
わ
ざ
わ
ざ
言
葉
で
確
か
め
る

の
で
は
な
く
、
お
客
様
に
さ
り
気
な
く
寄
り

添
う
気
持
ち
が
、
そ
の
必
要
性
を
気
づ
か
せ

て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
な
ら
で
は
の
、
繊

細
な
お
も
て
な
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　
こ
の
日
、
鵜
殿
さ
ん
が
軽
や
か
に
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
を
愉
し
む
の
は
、
レ
ク
サ
ス
ス
ポ
ー

ツ
の
血
統
を
継
承
す
る
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
バ
ー

お
も
て
な
し
の
基
本
は
、「
察
す
る
力
」。

アグレッシブなボディに爽快なフィー
リングを載せて、街並みの表情まで
変えていく、機敏なスポーツギア、レ
クサスＮＸ３００ｈ。

ジ
ョ
ン･

Ｎ
Ｘ
３
０
０
ｈ
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
服
の
品
格
を
思
わ
せ
る
、
立
体
的
な
縫

製
パ
タ
ー
ン
が
施
さ
れ
た
シ
ー
ト
に
体
を
預

け
、
そ
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
、「
４
人
の

子
ど
も
の
送
り
迎
え
や
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の

お
出
か
け
な
ど
、
日
頃
、
私
が
運
転
し
て
い

る
の
は
、
６
人
乗
り
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ
ー
。

独
身
時
代
に
乗
っ
て
い
た
の
は
、
エ
ッ
ジ
の

立
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
だ
っ
た
の
に
。
久
し

ぶ
り
に
街
並
み
を
走
り
回
っ
て
い
た
頃
の
感

触
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
」
と
、
悪
戯
っ
ぽ
く

笑
う
。

　
い
や
い
や
、
10
歳
の
坊
や
を
筆
頭
に
３
男

１
女
の
お
母
さ
ん
だ
な
ん
て
、
と
て
も
信
じ

ら
れ
な
い
。「
今
朝
は
５
時
半
に
起
き
て
、
お

弁
当
を
つ
く
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
」。
老
舗
の

女
将
、
妻
、
母
…
一
人
三
役
の
美
し
い
ギ
ャ
ッ

プ
を
、
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
フ
ォ
ル
ム
と
心
地

よ
さ
を
両
立
し
た
レ
ク
サ
ス
が
、
し
な
や
か

に
、
そ
し
て
懐
深
く
包
み
込
む
。

　
一
路
、
鵜
殿
さ
ん
が
向
か
う
の
は
、
山
が
近

く
、
空
が
青
く
、
緑
が
広
が
る
、
神
戸
市
北
区

道
場
町
塩
田
。
こ
の
地
で
若
き
フ
ァ
ー
マ
ー
が

ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
「
東
馬
場
農
園
」
を
案
内

し
て
く
れ
る
と
言
う
。
実
は
鵜
殿
さ
ん
、
兵
庫

県
農
産
園
芸
課
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
兵
庫

県
内
に
あ
る
農
家
の
発
展
の
た
め
の
企
画
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
る
。

　
地
元
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
上
質
な
野
菜
や

果
物
を
探
し
当
て
、
料
理
人
や
パ
テ
ィ
シ
エ

な
ど
に
紹
介
。
そ
こ
か
ら
広
が
る
地
産
地
消

の
輪
を
大
き
く
、強
く
、結
び
つ
け
て
い
る
。「
海

と
山
に
囲
ま
れ
た
兵
庫
県
は
、
食
材
が
豊
富

な
エ
リ
ア
。
神
戸
ビ
ー
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
世

界
に
誇
れ
る
な
美
味
し
い
食
材
を
、
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」。
華

奢
な
体
に
あ
ふ
れ
る
パ
ワ
ー
は
、
こ
う
し
た

食
材
と
の
出
合
い
か
ら
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。

うどのまりえ
1978年生まれ。大学卒業後、株式会社パソナにて南部靖之代表の秘
書室に勤務。イベントや企画･広報にも携わる。阪神･淡路震災後、実
家が営む料亭「松廼家」の四代目女将に就任。また企業や料理人など
幅広い人脈を活かし、食を形にするビジネスマッチング･企画会社を設
立、代表を務める。一方、兵庫県ツーリズミ協会のなかで「ツーリズムア
ドバイザー」として、兵庫県の食を観光に繋げる活動に取り組む。兵庫
県物産協会が運営する「五つ星ひょうご」の選定委員と企画を兼任。
県産野菜をPRする「伝道師」、非営利団体「ひょうご老舗会」の実行
局長も務める。
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くるま旅／トヨタレクサス

リゾート／星野リゾート

医療の現場から／明治

周囲の景観に溶け込む一斗俵沈下橋。1年に４、５回ほど、1日の降水量が
300mmを超えるぐらいになると川に沈む。他県では「潜水橋」や「もぐり橋」とも
呼ばれる。四万十川の沈下橋は、生活文化遺産として後世に引き継がれていく。

ア
ユ
漁
の
舟
で
下
る
清
流
の
旅

　
上
空
か
ら
見
る
と
、
大
蛇
の
よ
う
に
う
ね

って
い
る
四
万
十
川
の
中
流
域
は
、
緑
に
覆
わ

れ
、
神
秘
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
。
舟
に
乗

せ
て
く
れ
た
の
は
、
民
宿
『
松
葉
川
屋
』
を

経
営
す
る
山
脇
陳の
ぶ
お男
さ
ん
。
待
ち
合
わ
せ
場

所
は
、
四
万
十
川
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い
え
る
沈

下
橋
の
た
も
と
。
そ
の
す
ぐ
近
く
の
川
岸
か

ら
舟
下
り
の
出
発
だ
。

　
沈
下
橋
と
は
、
大
水
が
来
て
も
流
さ
れ
な

い
よ
う
に
欄
干
が
な
く
、
増
水
時
に
は
沈
ん

で
し
ま
う
橋
。川
と
と
も
に
生
き
て
き
た
人
々

の
昔
か
ら
の
知
恵
だ
。
四
万
十
川
の
本
流
、

支
流
に
は
多
く
の
沈
下
橋
が
残
る
。
そ
の

中
で
も
、
こ
こ「
一
斗
俵
沈
下
橋
」は
、
昭
和

10
年
に
架
け
ら
れ
た
、
現
存
す
る
最
古
の
沈

下
橋
だ
。
集
落
と
集
落
を
結
ぶ
生
活
道
と

し
て
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
、

流
域
の
住
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
あ
り
、
夏
休
み
と
も
な
れ
ば
、
こ
こ

か
ら
川
に
飛
び
込
ん
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
で

賑
や
か
だ
。

　
舟
に
乗
る
と
、
聞
こ
え
る
の
は
舟
を
漕
ぐ

竿
の
音
と
、
鳥
の
鳴
き
声
だ
け
。「
昨
日
の

大
雨
で
透
明
度
は
い
ま
ひ
と
つ
。
残
念
や
ね
」

と
山
脇
さ
ん
は
言
う
が
、
十
分
に
川
底
ま
で

見
え
る
。
沈
下
橋
の
下
を
く
ぐ
っ
た
り
、
大

き
な
榎
の
木
陰
で
涼
ん
だ
り
と
、
優
雅
な
川

遊
び
だ
。

　
舟
は
ア
ユ
漁
用
の
も
の
で
杉
製
。「
子
ど
も

の
頃
は
、
踏
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
ア
ユ
が

い
て
、
ウ
ナ
ギ
も
ミ
ミ
ズ
を
餌
に
な
ん
ぼ
で
も

獲
れ
た
も
ん
じ
ゃ
が
、
年
々
獲
れ
る
量
は
減

って
き
た
ね
」。
そ
れ
で
も
、
天
然
の
ア
ユ
と
ウ

ナ
ギ
、
ス
ッ
ポ
ン
や
1
m
級
の
鯉
も
泳
ぐ
四
万

十
川
は
、「
日
本
最
後
の
清
流
」
と
呼
ぶ
に
ふ

さ
わ
し
い
川
だ
。

取
材
協
力
＝
高
知
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

四
万
十
川
の

恵
み
と
文
化
を

た
ど
る
旅

四
国
で
最
も
長
い
川
、四
万
十
川
。

い
く
つ
も
の
支
流
を
集
め
な
が
ら
、

南
か
ら
北
へ
、東
か
ら
西
へ
と

縦
横
無
尽
に
里
山
を
川
が
駆
け
抜
け
る
中
流
域
、四
万
十
町
は
、

ア
ユ
漁
や
米
ど
こ
ろ
で
知
ら
れ
る
豊
か
な
地
域
。

初
秋
の
兆
し
を
感
じ
る
頃
、こ
の
地
を
訪
ね
る
旅
に
出
た
。

川舟下り
090-8690-7331（山脇さん携帯）
四万十町一斗俵にある「一斗俵

沈下橋」近く 応相談。1回約50分。
※事前予約要 1人1500円

川舟下りは、アユ漁の舟に乗って。
この日は、山脇さんの幼なじみ
の漁師、山崎益男さんの舟を借
りて。撮影用の舟には、同じく幼
なじみの佐竹昭男さんが船頭を
務めてくれた。

高
知
県

　
四
万
十
町
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ク
エ
は
成
長
が
遅
く
、
一
般
に
１
年
で
１

㎏
程
度
し
か
重
量
が
増
え
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
20
㎏
の
ク
エ
と
も
な
る
と
、
単
純

計
算
で
も
20
年
に
わ
た
っ
て
海
を
泳
い
で
い
た

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
大
き
な
ク
エ
の
ほ
う

が
脂
が
の
っ
て
旨
い
と
言
わ
れ
る
。
海
の
恵
み

が
体
に
染
み
入
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
熟
成

し
た
ウ
イ
ス
キ
ー
の
ご
と
き
魚
な
の
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
天
然
の
ク
エ
を
味
わ
う
べ
く
訪
れ
た

の
が
、「
ク
エ
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
る
日
高
町

の
一
軒
。
味
わ
っ
た
の
は
「
天
然
の
ク
エ
鍋
フ
ル

コ
ー
ス
」。
こ
れ
が
圧
巻
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
は
刺
身
に
唐
揚
げ
、
胃
袋
の
バ
タ
ー

炒
め
に
皮
の
湯
引
き
、
肝
の
角
煮
、
ア
ラ
の

ダ
シ
を
使
っ
た
炊
き
込
み
ご
飯
に
ヒ
レ
酒
…
と
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
ク
エ
の
味
を
堪
能
す
る
。

こ
こ
で
す
で
に
満
足
感
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
ど

れ
も
旨
み
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
だ
。
だ
が
こ
れ

は
前
哨
戦
。
こ
の
後
に
メ
イ
ン
の
鍋
が
や
っ
て

く
る
。
こ
れ
が
思
わ
ず
「
え
っ
！
」
と
声
が
漏

れ
る
身
の
厚
さ
大
き
さ
。

　「
豪
快
じ
ゃ
な
い
と
ク
エ
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら

（
笑
）。
一
番
お
い
し
い
の
は
、
身
と
皮
の
間

の
脂
の
部
分
。
だ
か
ら
皮
は
う
ろ
こ
を
取
る

だ
け
で
残
し
て
い
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
お
い
し
い

と
こ
ろ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」。
漁
師
で
も

あ
る
ご
主
人
、
濱
一
己
さ
ん
が
言
う
。

　
鍋
は
シ
ン
プ
ル
な
昆
布
ダ
シ
。
ク
エ
本
来
の

味
を
い
た
だ
く
と
い
う
趣
向
だ
。
ド
サ
ッ
と
身

を
投
入
し
て
、
全
体
に
火
が
通
っ
た
ら
し
っ
か

り
と
口
を
開
け
て
パ
ク
リ
と
い
く
。
た
ん
ぱ
く

な
白
身
に
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
な
ト
ロ
ト
ロ
の

ゼ
ラ
チ
ン
質
。
イ
カ
に
エ
ビ
に
、
ウ
ニ
に
と
、
多

彩
な
海
の
幸
を
食
べ
て
育
っ
た
ク
エ
な
ら
で
は
の

旨
み
。
ひ
と
口
ご
と
に
ド
シ
ン
と
お
腹
に
響
く
。

で
、
い
か
ほ
ど
ク
エ
を
い
た
だ
い
た
か
と
い
う
と

１
人
前
３
０
０ｇ
で
あ
る
。
ま
さ
に
ク
エ
づ
く

し
。
な
の
に
締
め
の
雑
炊
は
お
か
わ
り
し
て
し

ま
う
の
だ
か
ら
不
思
議
だ
。

　
ク
エ
の
シ
ー
ズ
ン
は
10
月
か
ら
翌
年
３
月
に

か
け
て
。
年
に
１
回
は
こ
こ
で
ク
エ
を
食
べ
な
い

と
気
が
済
ま
な
い
と
い
う
常
客
も
多
い
そ
う
だ
。

4

1.クエの刺身。同じく和歌山の海の幸のイカやマグロ、サワラとともに。
2.炊き込みご飯はクエの風味がふわり。
3.宿の目の前が海。夏は海水浴客で賑わう。
4.濱さんファミリーで切り盛りするアットホームな民宿。
5.ご主人自らクエを釣ったときの記念写真も。
6.部屋から美しい夕景を望むことも。こちらはご主人が撮影したもの。

迫力満点のクエ鍋。この日のクエは約20㎏のものだったそう。

民宿 波満の家
 0738-64-2024
 和歌山県日高郡日高町方杭41
 クエ鍋1泊朝食付1名17,820円〜（税込）、

 クエ・フルコース1泊朝食付1名21,060円〜（税込）
 車／阪和自動車道・湯浅御坊道路広川ICから国道42号線経由20分

 電車／JR紀勢本線紀伊由良駅または紀伊内原駅からタクシーで20分

天
然
の
ク
エ
は
、
か
く
も
豪
快
で

旨
み
あ
ふ
れ
る
味
だ
っ
た
の
か

和
歌
山
●
日
高

民
宿 

波は

満ま

の
家や

12
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3

6 5

取
材
／
藤
原
武
志

　撮
影
／
楠
本
夏
彦
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　「甲
子
園
」
と
聞
い
て
、
あ
な
た
は
何
を
イ
メ
ー
ジ
し

ま
す
か
？
1
0
0
人
に
聞
け
ば
き
っ
と
97
人
が
、「
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
」
や「
高
校
野
球
」
と
い
う
よ
う
に
野
球
に

関
す
る
言
葉
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
。
残
り
3
人
は
、「
甲

子
園
ボ
ウ
ル
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）」
か
。
い
や

も
し
か
す
る
と
、「
西
宮
七
園
の一つ
」
な
ん
て
答
え
る

西
宮
市
の
歴
史
や
地
名
に
精
通
し
た
方
が一人
く
ら
い
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

　西
宮
七
園
は
、
西
宮
市
に
あ
る
七
つ
の「
園
」
の
付

く
邸
宅
街
の
総
称
。
甲
子
園
の
ほ
か
に
昭
和
園
、甲
風
園
、

甲
東
園
、
甲
陽
園
、
苦
楽
園
、
香
櫨
園
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
開
発
さ
れ
た
も
の
だ
。

こ
の
う
ち
昭
和
園
だ
け
が
現
在
は
見
当
た
ら
な
い
。
調

べ
て
み
る
と
、
阪
急
西
宮
北
口
駅
の
西
側
に
北
昭
和
町
、

南
昭
和
町
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
園
に
ち
な
ん
で
命
名
さ

れ
た
そ
う
だ
。
昭
和
園
の
名
残
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　甲
子
園
に
話
を
戻
そ
う
。
甲
子
園
＝
野
球
、
も
し
く

は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
答
え
る
人
は
、
阪
神
甲
子

園
駅
の
南
側
、
あ
の
球
場
し
か
見
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
（
も
ち
ろ
ん
地
元
の
人
は
除
く
）。
く
る
り
と
回

れ
右
を
し
て
駅
の
北
側
を
歩
い
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
閑

静
な
住
宅
街
が
広
が
り
、「
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
西
宮
七
園

の一つ
」
と
頷
け
る
風
景
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
か
ら
。

　住
宅
街
の
中
に
点
在
す
る
店
に
、
佳
店
が
多
い
の
も
嬉

し
い
。
甲
子
園
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
10
分
ほ
ど
県
道
3
4
0

号
線
沿
い
に
歩
く
と
、
お
洒
落
な
洋
館
風
の
建
物
に
出
合

う
。
ド
イ
ツ
菓
子
専
門
店『
カ
ー
ベ
・
カ
イ
ザ
ー
』
だ
。
住

宅
街
に
洋
館
風
だ
か
ら
か
な
り
浮
い
て
い
る
か
と
思
い
き
や
、

意
外
に
も
し
っ
く
り
と
馴

染
ん
で
い
る
。
1
9
7
7

年
の
創
業
以
来
ず
っ
と
町

に
愛
さ
れ
、
す
っ
か
り
町

の
風
景
の一部
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
大
隅
稔
雄
さ
ん
曰
く
、

　「ド
イ
ツ
で
は
、
お
菓
子
屋
が
作
る
お
菓
子
は
大
人
が

食
べ
る
も
の
な
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ど
の
お

菓
子
に
も
お
酒
が
入
る
か
ら
。
そ
れ
に
、『
こ
ん
な
美
味

し
い
も
の
を
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
る
ん
な
ん
て
と
ん
で
も
な

い
！
』
な
ん
て
言
う
人
も
い
ま
す
ね
（
笑
）」。

　日
本
で
よ
か
っ
た
。

　で
は
、
ド
イ
ツ
で
は
子
ど
も
は
ど
ん
な
お
菓
子
を
食
べ

カーベ・カイザー
 0798-47-2466
 西宮市甲子園四番町1-31
 10:00～19:00
 火曜

西
宮
・
甲
子
園 

編

静
寂
の
中
に

秋
、冬
の
風
情
。

歓
声
に
包
ま
れ
る
春
と
夏
。
静
け
さ
が
支
配
す
る
秋
と
冬
。

季
節
と
時
間
に
よ
っ
て
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
が
、

線
路
の
北
に
は
、
い
つ
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る
、

憩
い
の
町
が
広
が
っ
て
い
る
。

取
材
／
宮
崎
周
文
子

　撮
影
／
友
田
富
造

こ
ん
な
美
味
し
い
も
の
を

子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
る
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
！

趣のある佇まい。地元の顔といっても過言ではない店だ。

黄昏どきの上鳴尾公園にて。
毎年11・12月限定で登場す
るクリスマスに欠かせない「シュ
トレン」。出来上がりまで3日か
けて作る逸品で、自宅用に、プ
レゼント用にと、販売開始を心
待ちにしているファンも多い。

1977年創業のドイツ菓子専門店。本場ドイツで修業
を積んだオーナーシェフの大隅稔雄さんは、日本にお
けるドイツ菓子職人の先駆者的な存在だ。質実剛健
のドイツ人の気質の通り、徹底的に素材にこだわるド
イツ菓子の特長。その伝統を守りつつも、繊細な日本
人の味覚に合った商品を生み出している。1階が販売
スペース、2階がティールームになっていて、ティールー
ムではケーキセットのほかオープンサンドなどのランチ
も楽しめる。
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旅／高知県観光コンベンション協会

飲食店探訪

エッセー風な町歩き／和田興産

ス
ー
パ
ー
は
く
と
で
行
く

 

鳥
取･

大
人
の
旅

　
人
口
お
よ
そ
8
0
0
0
人
、
総
面
積
の
9

割
以
上
を
山
林
が
占
め
る
鳥
取
県
・
智
頭
町
。

1
0
0
0ｍ
級
の
中
国
山
脈
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
里
山
す
べ
て
が
、
癒
や
し
の
森
の
奥
深
さ
に

包
ま
れ
て
い
る
。
歩
い
て
も
、
ド
ラ
イ
ブ
で
も

い
い
け
れ
ど
、
素
朴
な
美
し
さ
に
心
動
か
さ

れ
る
町
の
散
策
に
は
、
1
0
0
％
電
気
自
動

車
＝
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
レ
ン
タ
ル
が
お
す

す
め
。
走
行
エ
リ
ア
は
高
速
道
路
を
除
く
智

頭
町
全
域
。
2
人
乗
り
の
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
は

細
い
道
も
ス
イ
ス
イ
運
転
で
き
、
天
使
の
羽

根
と
呼
ば
れ
る
ド
ア
は
、
窓
の
な
い
オ
ー
プ
ン

設
計
。
運
良
く
町
の
人
に
出
会
え
た
ら
、「
よ

う
き
ん
さ
っ
た
」と
、
故
郷
の
手
触
り
が
す
る

お
国
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

  

町
の
中
心
か
ら
5

km
ほ
ど
離
れ
た
山
間
地

に
、
平
家
落
人
の
隠
れ
里
で
あ
っ
た
と
も
、

木
地
師
集
団
が
定
着
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る

板
井
原
集
落
が
あ
る
。
今
な
お
茅
葺
き
住
宅

が
ひ
っ
そ
り
佇
む
集
落
は
、
遠
い
日
の
日
本

の
原
風
景
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な

気
分
に
誘
う
。

　
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
小
鳥
の
さ
え
ず
り
が

B
G
M
の
カ
フェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー『
歩
と
り
』は
、

築
百
年
を
超
え
る
養
蚕
農
家
を
改
築
し
た

も
の
。
囲
炉
裏
な
ど
が
そ
の
ま
ま
残
る
空
間

で
、
自
家
製
に
こ
だ
わ
っ
た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な

ど
を
楽
し
め
る
。
こ
こ
を
含
め
、
町
内
に
点

在
す
る
カ
フ
ェ
を
周
遊
す
る
「
森
カ
フ
ェ
め
ぐ

り
」に
は
、
超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
ぴ
っ
た
り
。

ど
こ
に
い
て
も
森
林
浴
、
何
を
し
て
も
森
林

浴
。
森
の
恵
み
が
惜
し
み
な
く
降
り
注
ぐ
智

頭
は
、
都
会
に
な
い
も
の
に
出
合
え
る
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
。

１.農山村文化の形成過程が見て取れ、
貴重な歴史的文化財として今に受け
継がれる、板井原集落は、鳥取県選定
伝統的建造物群保存地区。
２.上郡～智頭間の智頭線では、「特
急スーパーはくと」で女性車掌が颯爽と
乗務する。
３.智頭急行では列車旅の楽しみを膨ら
ませてくれる「開業20周年記念1日フリ
ーきっぷ」を販売中。上郡～智頭間の
智頭線内の普通列車を1日何度も乗
り降りできるきっぷ。特急料金を支払えば
「特急スーパーはくと」も乗車できる。 

2015年4月10日まで（時期により
利用日は異なる） 大人1200円
0858‐75‐2595（智頭急行）

古民家の喫茶店とギャラリー
歩とり

0858‐75‐3017 八頭郡智頭町
市瀬1947 11：00～日暮れまで
火曜、水曜不定休、臨時休業あり 「サ
ンドセット」1100円、「コーヒー」400円な
ど JR・智頭急行智頭駅より車で20分

智頭町内の散策、観光情報については…
智頭町観光協会（智頭駅前）

0858‐76‐1111

取
材
協
力
＝
鳥
取
県

　取
材
＝
新
谷
慶
子

　撮
影
＝
松
浦
光
洋

緑
深
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
鳥
取
は
、

古
き
良
き
日
本
の
原
風
景
に
出
合
え
る
場
所
。

京
阪
神
～
鳥
取
･
倉
吉
を
約
3
時
間
で
結
ぶ

「
特
急
ス
ー
パ
ー
は
く
と
」に
揺
ら
れ
な
が
ら
、

清
ら
か
な
自
然
、山
と
海
の
恵
み
、

至
福
の
温
泉
に
出
合
え
る
旅
に
出
か
け
よ
う
。

車
窓
に
映
る
懐
か
し
い
景
色
に
心
を
預
け
、

気
が
向
け
ば
途
中
下
車
し
た
り
、寄
り
道
し
た
り
。

列
車
旅
の
贅
沢
を
味
わ
い
た
い
。

京都

大阪

姫路
三ノ宮上郡

智頭
鳥取倉吉

キャルレンタカー智頭店
0120‐75‐3511、0858‐75‐3511

（智頭石油） 超小型モビリティ3時間
2500円、6時間3500円（初回はライセ
ンス講習料1000円別途要）

先進のメカを搭載したエコカー･超小型
モビリティ（写真の自動車）。丸みを帯び
たボディが時代を物語る山村集落に
溶け合って。

２３

１

森
の
里･

智
頭
に
受
け
継
が
れ
る
宝
物
。

ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
と
心
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

2425

真ま

に
わ庭

も
い
れ
ば
、
そ
の
作
業
を
組
合
に
委
託
す
る
人
も

い
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
組
合
は
人
員
を
増
員
し
、

こ
れ
ま
で
出
て
行
く
ば
か
り
だ
っ
た
若
者
た
ち
も

こ
の
町
に
帰
っ
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
所
長
、
坂
本
多
加

雄
さ
ん
は
言
う
。
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
は

製
紙
用
に
も
使
え
る
木
材
を
使
い
ま
す
。
で
も
、

こ
こ
で
は
製
紙
に
使
え
な
い
も
の
も
燃
料
に
し
て

い
る
ん
で
す
よ
」
。
ど
ん
な
木
材
も
無
駄
に
し
な

い
、
と
い
う
姿
勢
に
、
木
を
大
切
に
す
る
思
い
が

ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
集
積
基
地
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
木
質
チ
ッ
プ

は
ボ
イ
ラ
ー
で
燃
や
し
て
水
を
加
熱
し
、
発
生
し

た
水
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
す
る
。
小

さ
な
窓
越
し
に
ボ
イ
ラ
ー
の
中
を
見
せ
て
も
ら
う

と
、
燃
料
の
木
質
チ
ッ
プ
が
飛
び
跳
ね
な
が
ら
燃

え
て
い
た
。
こ
れ
だ
け
勢
い
よ
く
燃
え
て
い
る
の

に
ボ
イ
ラ
ー
か
ら
は
煙
も
灰
も
出
て
お
ら
ず
、
わ

ず
か
な
蒸
気
が
ゆ
ら
ゆ
ら
上
る
の
が
見
え
る
だ
け

だ
。
「
C
O
2
も
排
出
さ
れ
ま
す
が
、
周
辺
の
森

が
吸
収
し
て
く
れ
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
な
発
電
所
と

言
わ
れ
る
所
以
で
す
ね
」
と
坂
本
さ
ん
。
森
だ
け

で
な
く
C
O
2
も
う
ま
く
循
環
さ
せ
、
燃
料
と
な

る
木
々
を
育
ん
で
い
る
の
だ
。

　
真
庭
市
で
は
、
発
電
所
の
ほ
か
に
も
木
を
活

用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

木
材
を
縦
と
横
に
交
差
さ
せ
て
積
み
重
ね
る
こ
と

で
強
度
を
高
め
た
新
建
材
「
C
L
T
」
の
開
発
・

た
め
に
、
真
庭
木
材
事
業
協
同
組
合
は
集
積
基

地
を
設
置
し
た
。

　
山
腹
に
あ
る
基
地
を
訪
ね
る
と
、
そ
こ
に
は

燃
料
に
す
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
立
派
に

育
っ
た
間
伐
材
に
混
じ
っ
て
、
木
く
ず
や
枝
葉

が
う
ず
た
か
く
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ

ら
は
特
殊
な
機
械
で
粉
砕
さ
れ
、
発
電
所
で
、
一

般
家
庭
約
2
万
2
千
世
帯
分
に
相
当
す
る
約
1

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
電
力
を
生
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
。
そ
の
莫
大
な
電
力
を
生
む
た
め
に
、
1
日

約
3
5
0
t
も
の
燃
料
が
必
要
だ
と
い
う
。
専

務
理
事
を
務
め
る
樋
口
誠
一
郎
さ
ん
は
「
最
初

は
、
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
燃
料
が
集
ま
る
か

ど
う
か
不
安
で
し
た
し
、
地
元
の
人
々
も
『
真
庭

の
山
が
ハ
ゲ
る
』
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
今
ま
で
お
金
を
払
っ
て
処
分
し
て
い
た
端
材

や
間
伐
材
、
枝
葉
も
買
い
取
る
の
で
、
多
く
の
製

材
所
、
林
業
家
が
喜
ん
で
端
材
や
間
伐
材
を
持

ち
込
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
で
、
燃
料
が

不
足
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
。

　
発
電
所
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
山
に

放
置
し
て
い
た
間
伐
材
を
集
め
て
持
ち
込
む
人

　
岡
山
県
と
鳥
取
県
の
県
境
に
位
置
す
る
、
山

間
の
町
、
真
庭
市
。
の
ど
か
な
町
中
を
走
る
と
目

に
入
っ
て
く
る
の
は
、
山
々
を
覆
う
豊
か
な
森
だ
。

真
庭
市
で
は
、
こ
の
森
の
恵
み
を
利
活
用
し
た
地

域
づ
く
り
に
町
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
木

質
ペ
レ
ッ
ト
の
販
売
会
社
、
お
が
く
ず
な
ど
の
再

資
源
化
・
販
売
を
行
う
会
社
が
設
立
さ
れ
た
ほ
か
、

産
官
学
連
携
に
よ
る
バ
イ
オ
マ
ス
技
術
の
共
同
研

究
や
開
発
も
進
め
ら
れ
、
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
も
登
場
。
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
真
庭

市
は
今
、
“
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
真
庭
”
と
し
て

も
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

　
真
庭
市
は
も
と
も
と
、
製
材
業
や
林
業
で
栄
え

た
町
で
あ
る
。
し
か
し
、
木
の
需
要
が
減
り
、
安

価
な
外
材
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
次
第

に
活
気
を
失
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
諦

め
な
い
の
が
真
庭
人び
と

だ
。
「
木
材
は
豊
富
に
あ
る

の
に
、
そ
れ
が
豊
か
さ
に
つ
な
が
ら
な
い
の
は
な

ぜ
か
」
と
い
う
疑
問
か
ら
、
木
を
丸
ご
と
使
い
切

る
こ
と
を
目
的
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
立
ち
上

げ
た
の
だ
。

　
数
あ
る
事
業
の
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

2
0
1
5
年
4
月
に
稼
働
し
た
『
真
庭
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
所
』
で
あ
る
。
こ
の
施
設
は
、
木
を
使

い
切
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
。
そ
の
た
め
、
間
伐
材
や
製
材

過
程
で
出
る
端
材
、
枝
葉
や
木
の
皮
な
ど
、
未

利
用
材
な
ら
な
ん
で
も
燃
料
と
し
て
活
用
す
る
。

そ
の
材
を
集
め
、
燃
料
用
チ
ッ
プ
に
加
工
す
る

温
泉
や
高
原
、

古
い
町
並
み
な
ど
、

観
光
資
源
の
豊
か
な
真
庭
市
。

近
年
、「
森
の
循
環
」を
テ
ー
マ
に

木
を
余
す
こ
と
な
く

活
用
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
が
誕
生
し
、

昨
年
は
木
を
燃
料
と
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
稼
働
し
た
。

経
済
が
回
り
始
め
、

活
気
に
満
ち
る

地
方
都
市
は
今
、

「
里
山
資
本
主
義
」と

呼
ば
れ
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

真庭産業団地にある真庭バイオマス集積
基地。毎日たくさんの間伐材や枝葉が運び
こまれ、燃料用チップに加工される。

真庭産業団地にある真庭バイオマス発電所。木質バイオマス発
電所としては日本最大級。「この発電所には、一般の方から行政
関係者まで多くの方が見学に来られています」と所長の坂本さん。
ここでつくられる電力の一部は、真庭市庁舎でも使用されている。

表に積まれた間伐材や端材は大きなシュレッダー
のような機械で細かく砕かれ燃料用チップとなる。

木
を
丸
ご
と
使
う

バ
イ
オ
マ
ス
事
業

燃
料
の
集
積
基
地
は

若
者
の
働
き
場
所
に

木
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る

ク
リ
ー
ン
な
発
電
所

木
を
生
か
し
た
製
品
を

各
企
業
が
研
究
開
発

森
が
循
環
す
る

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
、

岡
山
県
真
庭
市

ボイラー内は約850℃。ちな
みにボイラーの水は、真庭市
の浄水を純水にしたもの。

集積基地から積み出された燃
料用チップはトラックで発電
所に。入口を通ると重さが記
録される仕組みになっている。

発電所には持ち込まれたチッ
プの貯蔵庫、燃料ヤードがあり、
次 と々コンベアでボイラーの中
へ運ばれる仕組みになっている。
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おでかけ／智頭急行

岡山県真庭市

〜 500 万円

世帯年収

〜 1,000 万円

〜 1,500 万円

〜 1,200 万円

1,500 万円以上

〜 800 万円


